
項目 総合評価 委員コメント

きめ細かなアンケート調査に基づく分析は、地域経済の状況を的確に表してお
り、市の施策・事業展開において必要不可欠な調査となっている。

全業種あらゆる分野で「人手不足」が顕著となっており、事業継続の障壁となっ
ている実態を痛感した。
空き店舗対策が効果的に機能している。

景気動向調査、経済見通しアンケート調査を確実に実施し、独自のフィードバッ
ク体制を整備。会報誌で結果共有しており、地域経済把握と情報共有に優れて
いる。会報誌においても細かな分析がなされ秀逸であった。既に取り組んでいる
WEB配信を更により利便性を高めたい。

事業者一人ひとりに寄り添った経営状況の分析に努めている。

事業承継部門の実績が出ていない点については、委員会内の説明により理解
した。大きな社会課題であり適切な対策が必要。

全体達成率は目標を上回っており、良好。特に「創業相談における経営分析」
は215.0%と、創業機運の高まりに応えられている。
 一方で、「経営革新申請における経営分析」、「事業承継相談における経営分
析」が目標を下回っている。但し、創業相談等が増えた分、経営革新等の相談
件数が割りを食った形だが、形にならない創業相談（金融相談）を含めると、十
分な件数をこなせたと評価できる。

目先の利益ではなく、事業者の将来を考えた支援に務めている。

当協会も、創業支援と同様に事業承継支援を重点施策と位置付けており、様々
な場面で協力願いたい。

全体達成率は目標を上回っている。特に「創業相談における事業計画策定」は
驚異的な実績であり、創業希望者への手厚い支援体制がうかがえる。
一方、「事業承継相談における事業計画策定」「金融相談における事業計画策
定」が目標未達であり、これらは改善の余地があろう。

今後においても、事業者それぞれの実情に応じたきめ細かな支援を行うことに
より、更なる売上総利益事業者の増加に務めてください。

フォロー対象事業者数、延べ回数ともに目標を達成しており、計画策定後の伴
走支援を行っていることがわかる。
なお「売上増加事業者数」の目標40者（社）は、計画当初の設定とのことで、コロ
ナ禍、ウクライナ侵攻等の時代背景が大きく変わる中、未達についてあまり意
味を持たない。気にすることもなかろう。

新たな事業展開を見据え、先進事例の調査研究などに取り組んでください。

現実問題として、様々な先進的な仕組みを、零細先のニーズに合致させること
の難しさを感じた。

全項目で目標を大幅に（あるいは完全）に達成している。また専門家派遣による
HP・SNS活用支援や、新入会員オリエンテーションを兼ねたネットワーキング機
会の創出など、現代のビジネス環境に即した具体的かつ効果的な施策を講じて
いることがわかる。一方、県外販路開拓（特にBtob）など一部の特定箇所につき
改善余地もあろう。

「ぬまサポ」をはじめ、オール沼津での支援における中心的な役割を果たしてい
る。

実施内容・支援内容について充実している。評価・改善プロセスも記載されてお
り、組織として継続的に成長しようとする仕組みが機能している点が評価でき
る。但し、一部の会議出席回数が目標未達であった。

事業内容が戦略的で、かつ観光・販促・交通インフラ・国際交流と多角的な取組
が展開されている。地域全体の魅力を高め、経済を活性化させるためのアプ
ローチができており、商工会議所としての役割を十二分に果たしていると評価で
きる。

内外における取り巻く環境が厳しさを増す中で、総じてよく努力されていると思
います。

目標数値等の達成も、全体的な状況をみれば十分に達成していると評価する。
一方で現状に満足するのでなく更なる高みを目指して頂きたい。

４段階評価の目安
４：十分達成している　　３：概ね達成している　　２：どちらかと言えば達成できていない　　１：全くできていない

8.地域経済の活性化に資する取組

※第5期中期行動計画の全般に関す
ること
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3.54. 事業計画策定支援に関すること

7.経営発達支援事業の円滑な実施に
向けた支援力向上のための取組

3.7

1. 地域の経済動向調査に関すること
並びに

2．需要動向調査に関すること
4.0

3. 経営状況の分析に関すること 3.7

5. 事業計画策定後の実施支援に関
すること

3.8

6. 新たな需要の開拓に寄与する事業
に関すること

3.3


